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1． は じめ に

　四智讃 とは，真 言宗の 常用経典 で ある 『般若理趣経』 （AdhS ）
1）の 前後 に 唱える

偈頌 で ある ，そ の うち ， 前讃で はサ ン ス ク リ ッ トの 音写 （四智梵語）で
， 後 讃で は

漢訳 （四智漢語）で ， 同内容の偈頌 を唱 える こ とにな っ て い る． こ の 偈頌は ， AdhS

自体に は記 され て い ない た め
， 他の 経典 か ら導入 した もの で ある と判断で きる．

　
一

般 に ，AdhS の 前後 に 唱 える 四智讃の 典拠 は
， 『真実摂経』 （STTS ）で あ る と考

えられて きた 、 しか し，先行研究 に は tAdhS
の 前後に唱 える四智 讃の 典拠 ，　 AdhS

の 前後 に 唱える 理由 ， AdhS の 前後に唱 える仕方 を伝 えた 人物 ，
とい っ た点に問

題が 残 され て い る． 本稿で は， それ らの 問題 に つ い て解明を試み た ．

2． 四智讃が説かれ る諸文献

　管見の 限 りで は， 8 種類の 経典 と
， 6種類 の 儀軌類 に四 智讃が 説か れて い る 2）．

　［経典］  STTS 　3＞，   『略 出念誦経』
4 ）

，   『金剛頂 タ ン トラ』5），   『降三世大

　　儀軌王 』6），   『理趣広経』（SP）7），   『秘密三 昧経』8）
，   『大秘密王 曼荼

　　羅』
9）

，   『摩 里支菩薩経』
1°）．

　 ［儀軌類 ］  『摂大儀軌』ID
，   『大 日経 持 誦 次 第儀 軌』12）

，   『毘盧遮那三摩

　　地法』13）
，  『

一
字頂輪王 瑜伽 念誦儀軌』14），   『文殊師利菩薩供養儀軌』15）

，

　　  『金 剛童子念誦法』
16）．

　以上 の 文献 にお ける 四智讃の 機能は ， 「撥 遣す る た め の 供養 」 （  ，   一2 ，   一2 ，

  ）， 「曼荼羅 へ の 入住 」 （  一1，  ，   ）， 「供養」（  一1，     ，   ，       ），

「真言」 （  一L   ．2，  ） とい っ た 4 種類 に分類す る こ とが で きる． な お， 漢 訳 に

お い て は， 当該の 偈頌 を音写 した文献 （  ，   ，           ，      ）

と， 漢訳 した文献 （    ） とが存在する ．

　また， 当該 の 偈頌 は ，   STTS にお い て は vajrastUtigita （Tib，　rdo 加 bstod　pa
’i　glu；
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Chi．［不空］金剛歌詠 ；Chi．［施護］金剛歌），   帥 にお い て は rdo 喰 glu （Chi．金 剛歌）

と呼称 され て い る よ うに ， イ ン ドで 撰述 され た文献 には 「四智讃 」 とい う名称は

見 られ ない
17）．

　なお ，
上掲の 文献の 大 半は 『金剛頂経』系 で ある が t   『摂大儀軌』 と  『大

日経持誦 次第儀 軌』 は， 『大 日経』系の 儀軌類 で あ る． 「大 日経』自体に は四智讃

が存在 しない こ とか ら， 『金剛頂経』系の い ずれ か の 経典か ら， こ れ らの儀軌類 に

導入 され た と判 断で きる．特 に   『大 日経持誦次第儀軌』 に 関 して は ， 四 智讃

が漢訳 されて い る こ とか ら，   『略出念誦経』の 影響を受けて い る と推定で きる，

3． 『般若理趣経』 の 前後に唱える四智讃の 検討

　AdhS の 翻訳者が 不空で ある こ とか ら ， 本経 の 前後 に 四 智讃 を唱 える とい う仕

方は， 少 な くと も不空以 降 に 中国 や 日本 に伝 わ っ た と判断で きる ． 仮に
， その 仕

方 を伝 えた 人物 が不空 な らば， AdhS の 前後 に 四 智讃 を唱 える 理 由 は ， 彼 が知 り

得た範囲の 文献に 記 され て い る と予 測で きる ．

　不空訳 と も不空撰述 と もい わ れ る 『十八 会指帰』 （大正 n 。．86g）で は，広 本 と し

て の 『金 剛頂経』の 内容を十 八 会に わ た っ て 略述 して い る が
， それ らは現存する

い くつ か の 経 典 と同定され て い る 18）． 上掲の 諸文献 うち， 十八 会 と同定 され て い

る経典 と して は，   STTS （初会），   『金剛頂 タ ン トラ』（第二 〜三会），   『降三

世大儀軌王』 （第四 会），   SP （第六 〜八 会），   『秘密三 味経』 （第＋三 会）が 挙げ ら

れ る ． さらに   『略 出念誦 経』は ，   STTS の 「金 剛界品」 に相 当す る 部分 の

略出で ある とい う説が存在す る よ うに ，   STTS と強 い 関係性を有 して い る，

　こ れ らの うち，  『金剛頂 タ ン トラ』19） と  『降三世大儀 軌王 』は ，  STTS 以

降の 成立で あ り， 両経典 にお ける偈頌 の 機能 か ら も， AdhS の 前後 に 唱 える 四智

讃の 典拠 とはな り得 ない ． また，   『秘密三 昧経』 は ，不 空の 時代 には原 初形 態

で あ り， Adh§の 前後 に 唱 える 四 智讃 の 典拠 と はな り得 ない ． そ の た め ，典拠 と

な る可能性が存在す る の は
，   STTS

，   「略出念誦経』，  SPとい うこ とに なる ．

　まず，   STTS で は
， 曼荼羅 に召請 した諸尊を 「撥遣す る た め の 供養」の 際に ，

四智讃が 用い られ て い る ．

tatah　p両巨guhyamudr自m 　ud 酉haran，　guhyap両巨catUStaya甲 　k互ryam
，
　anena 　v勾rastutigftena 　g巨yan／！

　oip 　vajras 髄t▼asa ［Pgmh 甜 vajraratnam 　anu 虻aram 　l

　vajradharmagfiyanaiS 　ca 　
20）

▽ ajrakarma ［kalro　bhava 〃

tato
’bhyantammapdale’py　anenaiva 　v句rastuti郎tena 画 ra鱒 yakaraputena　guhyadhOp百dibh海
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pttjE　kary訌 1

tato　b互hyamapdale　v 勾radhUp 互dibhib　pUj　5m 　k虞v蕊，　tab　P両互b　svasthdnesu 　sth蕊payet／tatah　sarve

yath誕 aktya 　p両ayantv 　it孟〃

　STTS にお ける偈頌 の 機能は ，
　 AdhS の後讃 として 四智讃が 用い られる 理由に な

り得 る ． しか し ， AdhS の 読誦前に 「撥遣す る た めの 供養」が 行われ る とは考え

難く， 前讃 と して 四 智讃が用 い られ る理 由 に は な り得ない ．

　次に   『略出念誦経』で は ， 四智讃が 2 箇所 に用 い られ て い る． 前者の 用 例

で は ，単 なる 「供養」の 際 に四智讃が 用 い られ て お り， 当該の 問題 を解決する手

掛か りとは な り得 ない ． 他方 ， 後者の 用例 で は ， 「撥遣す る た め の 供養」 の 際 に ，

四智讃が 用い られ て い る 。 こ の うち，後者の 偈頌の 機能 につ い て は， STTS と同

様 の こ とが い える ．

　最後に ，   帥 で は ， 四智讃が 2 箇所 に用 い られて い る，前者の 用例 で は
， 曼荼

羅に諸尊を召請す るの に先立 ち，「曼荼羅へ の 入住」
21）の た め に， 四智讃が用 い ら

れ て い る．

de　la，jug　Pa22）　la　sogs 　pa
，i23）　cho 　ga　rgyas 　pa

，i　khyad　par　ni
，di　yin　te！de　bzhin　gshegs　pa

thams　cad　la　phyag　bya　ba
’i　24 ） phyag　rgya 　dang　rdo 　rje

’i2s） glu　
’
dis　26）

’
jug　par　bya

’
o　
27） 〃

　rdo 　rje　sems 　dpa ，

　bsdlls　pa　yis　
28） 1！rdo 　rje 　rin　ehen 　bla　na 　med 〃

　rdo 　rje 　ches 　ni　glur　blangs　pas〃rdo 　rje29 ）　las　ni　byed　par
，

gyur〃

de　nas　rab　tu　zhugs 　30） nas 　de　bzhin　gshegs　pa　thams　cad 　kyi　ye　shes 　kyi　31＞ gzungs　bde　ba　chen

po　rdo 　rje　gsang　ba
’i　lcags　kyus　dgug　Par　bya

’

o ”

後者の 用例 で は
， 「撥遣す る ため の 供養」の 際 に ， 四智讃が用 い られ て い る．

de　nas 　de　bzhin　gshegs　pa 血ams 。ad 　kyi　32＞ rigs 　kyi　mchog 　tU　gsang　ba
’i　dam 　tshig　gi　

’jug　pa’i

rdo　rje　glu
’i　mchod 　pa　ni ！

　rdo 　rje 　sems 　dpa ，

　bsdus　pas　na 　
33） 〃rdo 　rje　rin 　chen 　bla　na 　med 〃

　rdo 　rjechos 　ni　g且ur 　
34）　blangs　pas 〃 rdo 　rje 且as　ni　byed　par

，

gyur〃

　白P に お ける偈頌の うち，前者 の 「曼荼羅 へ の 入住」とい う機能は ，
AdhS の 前

讃 と して 四 智讃が用 い られ る理 由に な り得 る．他 方， 後者の 「撥遣するた め の 供

養」 とい う機 能 は，AdhS の 後讃 と して 四智讃 が用 い られ る理 由に な り得 る． こ

の こ とか ら， AdhS の 前後 に 唱え る 四智讃の 典拠 は ，帥 で あ る と推定で きる．

　こ こ で 問題 とな るの が， 不空 が イ ン ドに 滞在 した時点 にお ける 3Pが ，現行の

チベ ッ ト語訳の よ うな完本で あっ た か否か で ある ．SPが 漢訳 され たの は宋代で あ

り， 漢訳 に は 「曼荼羅 へ の 入 住」の 用 例が存在す る 章 を含む， チ ベ ッ ト語訳 に は
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存在 するい くつ か の 章が 欠落して い る 35）．

　こ の 問題 に対 して は， 近年提唱 されて い る AdhS
，

自P，　 STTS の lll頁に 経典が成立

した とす る説 に従 えば， 不 空の 活動時期 に は 帥 が 完成段 階 にあ っ た と推定 で き

る 36＞． また， そ れ を裏付 ける よ うに ，不空訳 の 『理 趣釈』 （大正 n ・．1003）には，現

行 の チ ベ ッ ト語訳 の 帥 を構 成す る 「般若分 」， 「真言分 ・大楽金 剛秘密」， 「真 言

分 ・吉祥最勝本初」 とい う3 編か らの 引用が
， それぞれ確 認 されて い る 37）．

　 また ，宋代 に お け る 帥 の 漢訳 に ， 「曼荼羅 へ の 入 住」の 用 例 を含 む 章が 欠けて

い る とい うこ とは， 中国や 日本の 僧侶達 は， 同
一 経典中 に前讃 と後讃 と して の 四

智讃 を説 く文献 を知 り得 なか っ た とい うこ とに なる． その ため ， AdhS の 翻訳者

で あ り， イ ン ドに滞在 した経験 を有する不空 こそ が ， 同経典 の前後に 四智讃を唱

える仕方を伝 えた 人物で あ る と推定で き る．

　最後 に ， 四智 讃の 展 開に 関 して は ，忠P に お い て 「曼荼羅へ の 入住」と 「撥遣す

る た め の 供養」の 際 に用 い る 偈頌 と して 四 智讃が成立 し， その うちの 前者 の 機能

が 『秘密三 昧経』や 『大秘密王 曼荼羅』へ と継承 され，後者の 機能が STTS や 『略

出念誦経』に継承 され た と推測で きる，

4． お わ りに

　本稿 で は， AdhS の 前後 に 唱 える 四智讃 につ い て ， その 典拠 ， 唱 える理 由， そ

の 仕方を伝 えた人物 につ い て 考察を行 っ た， 第
一

に ， 典拠 につ い て は，従来の 学

説で は STTS と見 な され て い た が ， 偈頌 の 機 能や 経典 の 成立 順序 を根拠 と して t

帥 が典拠で あ る と推定 で きる． 第二 に
， 理由に つ い て は

， 前讃に は 「曼荼羅へ の

入 住」， 後讃 に は 「撥遣す る た め の 供養」 とい う機 能が存在す る こ とが判明 した．

第三 に ， 人物 につ い て は， 帥 の 漢訳 におけ る章の 欠落 を根拠 として ， AdhS の 翻

訳者で ある不空 だ と判断で きる．

1）大正 no ，243． なお ， 梶芳 ［1980： 150− 153］に よ れば
， 訳 出年代は 763−771年の 間で

ある ．

2）紙幅の都合上 ，い ずれ も略称 また は通 称を示す．なお，列挙するの は イ ン ド撰述 あ

るい は翻訳文献の み とし，中国や 日本で 撰 述 され た文 献は第二 次 資料 と して扱 う．

3） ［Skt．］堀内 匚1983 ： 208 （§314）］；［Tib．］Dno ．479
，
　nya 　35al−2；　P　no ．112

，
　nya 　38a2−3；

［Chi．（不 空）］大正 no ．865
，
18：223a26−28 ； ［Chi．（施護）］大正 no ．882，18：359a20−23．

4） ［用例 1］大正 no．866，18：248a7 −8．［用 例 2］大正 no ．866，18：253b20 −21．

5）DnQ ．480，　nya 　226a5−6；Pno ．　l　l　3，　nya 　253a6． なお ，当該箇所の 和訳 に関 して は，北

村 ・タ ン トラ仏教研 究会 ［2012：256コを参照．
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6） Dno ．482
，
　ta・52b2；Pno ．115

，
　ta・46b7．なお，当該箇所の 和訳 に関 して は．北村 ・タン

　 トラ仏教研究会 ［2014：109］ を参照．

7） ［用例 1］Dno ．488
，
　ta　181b5；Pno ，120，　ta　187b6。［用例 2］ ［Tib．］Dno ．488

，
　ta　232b5 ；

　Pno ．120
，
　ta　242a6 ；［Chi．］大正 no 、　2“

，
8：816b3 −6，なお

， 用例 1 を含む章の 校訂テ ク

　 ス トと和訳に 関 して は，拙稿 ［2015］ を参照された い ．

8） 大正 no ．883
，
18：446c8 − 11，

9）大正 no ，889，18：554c8− 10．

10） ［用 例 1］大正 no ．1257，21：278a25−28．［用例 2］大正 no ．1257，21：283c2−5．

11）大正 no ，　850
，
18；68a29−b3．

12）大正 no ．　860
，
18： 185a23−24．

13）大正 no ．876，18：330b2−5．

14）大正 no ，957
，
19：324a16−b2．

15）大正 no ．1175
，
20 ： 720b19 −22，

16） 大正 no ．1223
，
21：131b20−23．

17） 管見の お よぶ 限 りで は，「四智讃」とい う名称 の初出は法全集 『供養護世八天法』（大

　正 no ．1295）であ り， 日本におい て は安然記 『胎 蔵界大法対受記 』 （大 正 no ，2390）お

　 よび 『金剛界大法対受記』 （大正 no ．2391）に初 めて 用例が確認 され る．また，「四智梵

　語」とい う名称の 初出は 『大原声明博士 図』 （大正 no ．2715）で あ り，「四智漢語」とい

　 う名称の 初出 は宗快撰 『魚 山 目録』 （大正 no ，2714）で あ る．

18） 十八 会 と同定 され る経典に つ い て は，田 中 ［2010：154］を参照．

19） 『金剛 頂 タ ン トラ』 は，6Pの 経典 名に 言及 した上 で ，そ の記述 を幾 度か引用 して い

　 る．その 一例 として は ， 北村 ・タン トラ仏教研究会 ［2012；202］が挙げられ る． こ の

　 よ うに，十入 会の 順序は，必ず しも経典の 成立順序 と対応する とは 限らない ．

20） 宮坂 ［2014 ：6−7］は，堀内 匚1983；209 （註 2）］の 記述を根拠 と して ，ca が校訂の 際

　 に補わ れ た もの で ある とい う前提で 自説を展 開 して い る． しか し， STTS の サ ン ス ク

　 リ ッ ト写本 （酒井 ［1979：42b7］）には，　 ca とい う語句が存在 してい る．

21）拙稿 ［2015：151− 152］で は，引用 文中の
’j　ug 　pa や rab 　tU　zhugs を 「引入」と誤訳 して

　 い た の で ，「入住」へ と訂正 させ て い た だ きた い ．

22＞ pa］CDHJU ：om ．LNPSTY ．

23） pa
’i］CDHJPU ：pa　yi　LNS 　T．

24） ba，i］CDHJLNPSTU ：kyiY

25） rje
’i］CDHJPU ：rje　LNS 　T．

26）
’dis］CDHJNPSTU ：

’dil　L．

27） bya’

o ］CDJLNPSTU ：bya ，

oH ，

28） yis］DHJLNPSTU ：yiC ．

29） rje ］CDHJPU ：lje
’iLNST ．

30）zhugslHLNST ：bzhugsCDJPU ，

31） kyi］CDHJLPSTU ：kyisN．

32） kyi　l　D ：kyis　H 　N

一 427一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

四 智讃の 成立 と展開 （徳　重） （99）

33） bsdus　pas　na ］D ： bsdus　pas　nas 　N ；sdus 　pas　na 　P　Y．

34） glur　J　HN ：glu　D ，

35） SP は， 999年に漢訳 された．なお，訳 出年代 に 関 して は，武内 ［1976 ：48］を参照．

36） 当該の 経典の 成立順序 に 関 して は，田中 ［2010］お よび拙稿 ［2010，
2013a

，
2013b］

　 を参照 され たい ．

37）福 出 ［1987：35−42］を参照．

〈略号＞

AdhS ： 『般 若理 趣 経』 （AdhyardhaSatiha
’
　PrOjn

−
dparamita

−
），　 H ： ラサ 版 チ ベ ッ ト大蔵 経 J ：

ジ ャ ンサ タム ／ リタ ン版チ ベ ッ ト大 蔵経 L ： ロ ン ドン／ シ ェ ル カ ル 写本チ ベ ッ ト大 蔵経 ．

S： トクパ レ ス 写本チ ベ ッ ト大蔵経 3P： 『理趣 広 経』 （Sriparamjdya），　 STTS ： 『真実摂

経』 （Sarvatathdigatatattvasamgraha）．　 T ： 東京写 本チ ベ ッ ト大蔵経．　 U ： ウ ル ガ版チ ベ ッ ト

大蔵経，
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